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研究成果の概要（和文）：本研究は，日本人英語学習者が，自分の言いたいことを英語で表現

するための語彙・文法を知らない，あるいは，知っているのに思い出せない時に，知っていて

使える別の語彙・文法で言い換えることでどのように問題を回避・解決することができるのか

を，中学校・高等学校英語教科書において使用されている言語材料（語彙・文法）を用いて明

らかにするとともに，６年間の英語学習を通じてどのように系統的に学習することができるの

かを，「言い換え」指導・学習用テキスト『中学１年生から高校３年生まで６年間で学ぶ英語の

「言い換え」─自分の英語力で何とか言える発信力をめざして─』を作成して示した。 
 
研究成果の概要（英文）： This study has demonstrated that many of the words and grammar 
points Japanese learners of English see and learn in their junior and senior high school 
textbooks can be used to solve problems they encounter in expressing ideas for which they 
do not know or fail to activate words and/or grammar points by using whatever alternative 
linguistic resources they have at their disposal. Based on an analysis of the words and 
grammar points in the textbooks which are potentially useful for paraphrase, the study has 
also produced a material for teaching and learning paraphrase, from Grades 7 to 12, as a 
communication strategy to compensate for unavailable words and/or grammar points. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究開始の背景には，日本人英語学習者
に関する次のような２つの課題がある。 
 

(1) 語彙・文法活用能力の低さ 
 
 我が国の中学校・高等学校の英語教育上の
課題として次のことが指摘されている。 
 



「コミュニケーションの中で基本的な語彙
や文構造を活用する力が十分身に付いてい
ない」 
（「中央教育審議会教育課程部会審議のまと
め」，2007 年 11 月 7 日） 

  
 すなわち，知識としては持っていても，実
際には使えない語彙・文法が多く，目標とす
る実践的なコミュニケーションが養成され
ていないと思われるということである。 
 その原因の一つとして，文法指導の伝統的
な 方 法 で あ る ， 目 標 文 法 項 目 を 提 示 
(Presentation)，練習 (Practice) してからコミ
ュニケーションの中で産出 (Production) さ
せる，所謂「PPP アプローチ」がいまだ支配
的で，学習者は，使用する文法項目を教師か
ら与えられた形で言語産出しており，自分が
表出したい意味を，既習の言語的資源の中か
ら適切な語彙と文法を自ら選択して言語化
することを通して，内在化した知識を自動化
させる機会が十分に与えられていないこと
が挙げられる。 
 言語産出は，リアルタイムでの意味を知識
として持っている言語形式に変換する言語
処理プロセスであるが，自動化していない知
識は言語産出に使えず，次々に問題に遭遇す
ることになる。その際，問題の解決に有効に
なるのが，コミュニケーション方略としての
「言い換え」，すなわち，伝えたい意味を自
分が持っている言語的資源を総動員して，使
える語彙・文法で言語化することであり，「言
い換え」能力を向上させる指導の工夫が実践
的コミュニケーション能力養成において非
常に重要なものとなる。 
 

(2)「言い換え」の体系的指導・学習の欠如 

 
 しかるに，中学校・高等学校６年間の英語
教育を通じて，「言い換え」の指導・学習は
体系的に行われることはなく，指導・学習用
のシラバスやテキストもない状態である。そ
の結果，生徒は知っている語彙・文法を十分
に活用することができない状況にある。 
 
 したがって，生徒が教科書を通して学習す
る語彙や文法を使って，どのように「言い換
え」が可能なのかを明らかにするとともに，
その分析に基づいて中高６年間の体系的な
「言い換え」指導・学習のシラバスとテキス
トを作成することは，以上の課題を克服する
上で，非常に重要であると思われる。 
 
２．研究の目的 
 
 そこで，本研究の目的を，次の２つに設定

した。 

 

(1)「言い換え」による問題解決の可能性の検

討 

 

 日本人英語学習者が，外国語としての英語
による言語産出において遭遇する問題を，
「言い換え」というコミュニケーション方略
によってどのように解決することができる
のか，その可能性を，意図した意味，言語的
問題，使用できる言語的資源（中高の英語教
科書の語彙・文法項目），３つの関係におい
て検討すること。 
 
 (2)「言い換え」の指導内容と指導方法の開

発 

  
 「言い換え」による問題解決の可能性検討
に基づいて，日本人英語学習者の言語産出に
おける問題解決行動としての「言い換え」能
力をどのようにすれば向上させることがで
きるのか，中高６年間のスパンで英語指導・
学習における「言い換え」指導・学習のシラ
バス，テキストを開発すること。 
 
３．研究の方法 
 
 以上の目的を達成するために，本研究は，
次の２つの研究方法を用いた。 
 
 (1) 「言い換え」のための言語的資源の抽出 

 
 「言い換え」とはどういう言語的操作なの
かを，意図した意味，その言語化における言
語的問題，使用できる言語的資源との関係に
おいて，「言い換え」に使える語彙・文法項
目を，中高６年間の教科書本文から抽出する。 
 
 (2) 「言い換え」の学習・指導用教材の作成 

  
 それに基づいて，中高６年間の一貫した
「言い換え」指導・学習シラバスおよび具体
的な指導・学習用テキストを作成する。 
 その際，各学年末およびコース末（高校３
年修了時）に到達すべき「言い換え」能力レ
ベルを設定するとともに，到達判定テストも
作成する。 
 
４．研究成果 
 
 (1) 研究の主な成果 
 
① 「言い換え」のパターンと使用できる語



彙・文法項目の抽出 
 
・「言い換え」のパターン 
 
 先行研究に基づきながらも独自に，以下の
「言い換え」のパターンを設定した。 
 
パターン １：品詞を換える 
パターン ２：上位語を使う（より一般的な

言い方をする，一般化する） 
パターン ３：説明する（上位語を修飾する） 
パターン ４：例を挙げる（具体例を挙げる） 
パターン ５：主語を換える（主語の分割，

主語の統合，主語の入替）  
パターン ６：文を分割する 
パターン ７：間接的に述べる（理由・前提

を述べる） 
パターン ８：文を統合する  
パターン ９：同意語（同意表現）を使う 
パターン１０：反意語を否定する・逆の言い

方をする 
パターン１１：文の種類を換える（肯定文を

否定文に，疑問文を平叙文に） 
パターン１２：ダイクシスを使う・使わない  
パターン１３：節を句に・句を節に換える（品

詞の変換を含む） 
パターン１４：婉曲的・比喩（直喩・隠喩）

的に述べる 
パターン１５：数字を使う 
 
・「言い換え」のための語彙・文法 
 
 中学校および高等学校の英語教科書から，
以上の「言い換え」を言語的に実現するのに
使用できると思われる語彙および文法項目
を，「言い換え」のパターン，学年毎に抽出
し，「言い換え」学習・指導教材作成の基礎
データとして利用した。 
 
② 「言い換え」指導・学習テキストと「言
い換え」能力レベル到達判定テストの作成 
 
 生徒が６年間で学習する語彙・文法を使っ
て，どのように「言い換え」が行うことがで
きるのかを具体的に示すとともに，高校卒業
時において達成されるべき「言い換え」能力
を「「言い換え」の殆どのパターンについて，
高度な者でも，自分で操作することができる。
教科書本文の多くの英文を「言い換え」のパ
ターンを適切に使って，よい簡単な表現に言
い換えることができる。また，情報や（自分
の）考えを伝えるとき，「言い換え」のパタ
ーンを適切に使うことができる」とし，逆算
して，各学年末に達成すべき「言い換え」力
の到達目標を設定した。 
 次に，それに向かってどのような内容で学
習・指導すればよいのかを，先に述べた教科

書から抽出した「言い換え」に使用できると
思われる語彙・文法事項を参考にしながら，
教材を作成した。 
 また，１５の「言い換え」の手法が，スパ

イラルにユニットに配置し，繰り返しと発展

によって定着が図られるよう工夫した。 

 
 なお，設定した「言い換え」力の各学年の
到達目標は，以下の通りである。 
 
Grade１（中学１年生） 

「言い換え」とはどのような操作か理解して
いる「言い換え」のパターンのうち，いくつ
かについては，基本的なものなら，どのよう
な操作か理解している。 
 

Grade 2（中学２年生） 

「言い換え」のパターンのうち，いくつかに
ついては，基本的なものなら，自分でも操作
することができる。 
「言い換え」のパターンのうち，その他のも
のについても，どのような操作か理解してい
る。 
 

Grade 3（中学３年生） 

「言い換え」の殆どのパターンについて，基
本的なものなら，自分で操作することができ
る。 
「言い換え」のパターンのうち，いくつかに
ついては，より高度なものでも，どのような
操作か理解している。 
 

Grade 4（高校１年生） 

「言い換え」のうち，いくつかについては，
より高度なものでも，自分で操作することが
できる。 
 

Grade 5（高校２年生） 

「言い換え」のより多くのパターンについて，
より高度なものでも，自分で操作することが
できる。 
 教科書本文の英文のいくつかは，「言い換
え」のパターンを適切に使って，より簡単な
表現に言い換えることができる。また，情報
や（自分の）考えを伝えるとき，「言い換え」
のパターンを適切に使うことができる。 
 

Grade 6（高校３年生） 

「言い換え」の殆どのパターンについて，よ
り高度なものでも，自分で操作することがで
きる。 
 教科書本文のより多くの英文を，「言い換
え」のパターンを適切に使って，より簡単な



表現に言い換えることができる。また，情報
や（自分の）考えを伝えるとき，「言い換え」
のパターンを適切に使うことができる。 
 
 同時に，各学年およびコース末の到達目標
に達しているかどうかを判定するための学
年末「言い換え」能力レベル到達判定テスト
を作成した。 
 
 なお，これらテキストおよびテスト問題は
全て，『中学１年生から高校３年生まで６年
間で学ぶ英語の「言い換え」─自分の英語力
で何とか言える発信力をめざして─』として
PDF ファイルに納めた上で，WEB で公開す
る予定である（現在，一部さらに検討する必
要があるため，公開を見合わせている）。 
 
(2) 得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
 
 今回の研究を通して得られた成果のイン
パクトは，何と言っても，中高６年間を見通
して，繰り返しながら発展的に学習ができる
体系的な「言い換え」テキストが作成された
ことである。 
 従来，散発的に行われるに指導されるに過
ぎなかった「言い換え」の指導を，英語学習
の初期から体系的に行うことの重要性と可
能性が示されたことの意味は大変大きいと
思われる。 
 
 
(3) 今後の展望 
 
 以上のような研究成果をより有効に活用す
るためには，以下の２つが課題となる。 
 
① 「言い換え」指導・学習用テキストの有
効性の検証と修正 
 
 今回作成した「言い換え」指導・学習用テ
キストとテストについては，一部パイロット
テストを実施し問題点を洗い出し修正に結
びつけたものの，実際の使用までには至らな
かった。今後は，教材とテストを実際に中学
校・高等学校で使ってもらい，教員と生徒か
らフィードバックを得た上で，各ユニットに
おける「言い換え」の実例，説明，練習問題
および学年末，コース末の「言い換え」能力
レベル到達度判定テストの項目を修正する
必要がある。 
 
② 「言い換え」指導・学習方法の有効性の
検証と修正 
 
 各学年末，コース末の「言い換え」能力レベル

到達度判定テストの教育現場での使用を促すとと

もに，テスト結果データを収集・分析することを

通して，中高６年間における「言い換え」指導・

学習のシラバス，指導・学習の在り方に必要な修

正を加え，より高いコミュニケーション能力育成

のための指導・学習方法を考える必要がある。 
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